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一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
に
係
る
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
九
月
十
六
日
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
以
下
の
四
点
に
関
し
、
い
わ
ゆ
る
密
約
（
以
下
、
「
密
約
」
と
い
う
。
）
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
外
務
省
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
（
以

下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上
げ
、
同
年
十
一
月
末
を
目
処
に
そ
の
存
在
の
有
無
を
徹
底
調
査
す
る
旨
の
大
臣
命
令

を
同
省
に
出
し
た
と
承
知
す
る
。

�

一
九
六
〇
年
一
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
関
す
る
密
約

�

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
、
有
事
の
際
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
密
約

そ
し
て
本
年
三
月
九
日
、
岡
田
大
臣
は
、
「
委
員
会
」
に
よ
る
「
密
約
」
に
関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
（
以

下
、
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
公
表
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
「
密
約
」
の
う
ち
�
の
も
の
に
つ
き
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
報
告
書
」
に
は
、
�
に
関
し
、
以
下
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
第
二
章

核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港

一



（
中
略
）

（
�
）

結
論

（
イ
）

日
米
両
国
間
に
は
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
が
事
前
協
議
の
対
象
か
否
か
に
つ
き
明
確
な
合
意
は
な
い
。
他
方
、

こ
の
問
題
の
「
処
理
」
に
つ
い
て
は
合
意
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
ロ
）

日
本
政
府
は
、
米
国
政
府
の
解
釈
に
同
意
し
な
か
っ
た
が
、
米
側
に
そ
の
解
釈
を
改
め
る
よ
う
働
き
掛
け
る

こ
と
も
な
く
、
核
搭
載
艦
船
が
事
前
協
議
な
し
に
寄
港
す
る
こ
と
を
事
実
上
黙
認
し
た
。
日
米
間
に
は
、
こ
の

問
題
を
深
追
い
す
る
こ
と
で
同
盟
の
運
営
に
障
害
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
「
暗
黙
の
合
意
」
が
存

在
し
た
。

（
ハ
）

序
論
に
お
け
る
密
約
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
日
米
両
政
府
間
に
は
、
安
保
改
定
時
に
姿
を
現
し
、
そ
の
後
一
九

六
〇
年
代
に
固
ま
っ
た
、
「
暗
黙
の
合
意
」
と
い
う
広
義
の
密
約
が
存
在
。

（
ニ
）

日
本
政
府
の
説
明
は
、
嘘
を
含
む
不
正
直
な
も
の
。
民
主
主
義
の
原
則
か
ら
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
そ
の
責
任
と
反
省
は
、
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
と
国
民
の
反
核
感
情
と
の
間
の
容
易
な
ら
ざ
る
調
整
を

踏
ま
え
る
べ
き
。

二



（
ホ
）

今
回
の
調
査
で
利
用
で
き
た
外
務
省
文
書
の
量
と
質
は
こ
の
問
題
の
構
造
を
大
ま
か
に
つ
か
む
の
に
十
分
な

も
の
。
そ
れ
で
も
重
要
部
分
に
欠
陥
が
あ
り
、
解
明
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
残
っ
た
。
そ
う
な
っ
た
経
緯
に
関
す

る
事
情
調
査
と
重
要
文
書
の
管
理
に
対
す
る
深
刻
な
反
省
が
必
要
。
」

こ
の
様
に
、
こ
の
度
「
委
員
会
」
、
ひ
い
て
は
外
務
省
、
つ
ま
り
政
府
と
し
て
、
�
の
密
約
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
認

め
て
い
る
が
、
過
去
に
当
方
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
二
六
号
、
内
閣
衆

質
一
七
一
第
四
七
九
号
、
五
五
四
号
、
五
八
〇
号
、
六
一
二
号
、
六
二
一
号
、
六
二
七
号
、
六
五
六
号
、
六
六
四
号
、
六
六

八
号
、
六
七
四
号
、
六
七
五
号
等
）
で
は
、
そ
の
存
在
を
明
確
に
否
定
す
る
答
弁
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
内
閣
衆
質
一

七
一
第
六
一
二
号
の
政
府
答
弁
書
に
は
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三

十
五
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
下
で
の
核
兵
器
の
持
込
み
に
関
す
る
事
前
協
議
制
度
に
つ

い
て
の
日
米
間
の
合
意
は
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
及
び
い
わ
ゆ
る
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口

頭
了
解
が
す
べ
て
で
あ
り
、
秘
密
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
こ
の
他
に
何
ら
か
の
取
決
め
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
な
い
。
」

と
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
答
弁
は
虚
偽
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
度
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
答
弁

は
外
務
省
の
ど
こ
の
課
に
お
い
て
、
誰
の
責
任
の
下
、
起
案
・
作
成
さ
れ
た
の
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



二

一
の
答
弁
を
外
務
省
と
し
て
決
定
す
る
際
、
そ
の
決
裁
に
関
わ
っ
た
同
省
職
員
は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

三

一
の
答
弁
に
あ
る
様
に
、
小
泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
、
福
田
康
夫
、
麻
生
太
郎
の
各
政
権
が
国
民
に
嘘
を
つ
き
、
国
民
を

欺
き
続
け
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
、
岡
田
大
臣
は
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。

四

小
泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
、
福
田
康
夫
、
麻
生
太
郎
の
各
政
権
に
お
い
て
、
一
に
お
け
る
答
弁
を
起
案
・
作
成
し
、
ま
た

二
の
決
裁
に
関
わ
っ
た
者
が
、
国
民
に
嘘
を
つ
き
、
国
民
を
欺
く
答
弁
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
鳩
山
総
理
、
岡
田

大
臣
は
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


